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○機関誌編集委員会

□特別顧問

蜷遠山　　啓
　日本非開削技術協会 名誉会長　
蜷松井　大悟
　日本非開削技術協会　会長
□委員長 
蜷石川　和秀
　㈳日本下水道管渠推進技術協会　専務理事
蜷松村　正男
　関西電力㈱電力システム技術センター送電G
　課長 
蜷田中　悦郎
　東京ガス㈱パイプライン技術センター  課長
蜷大島　高志
　㈶水道技術センター　常務理事
蜷黒岩　正信
　アイレック技建㈱　推進技術部長
蜷堀地　紀行
　国士舘大学　工学部　教授
蜷土山　和夫
　㈶道路管理センタ－ 常務理事
蜷山﨑　義広
　㈱三水コンサルタント　東京支社　技術部
　部長
蜷佐藤　昌信
　東電設計㈱第二土木本部　副本部長
蜷木下　浩次
　㈱奥村組　技術本部土木部長
蜷小幡　弘喜
　㈱協和エクシオ　監査役
蜷大谷　英之
　㈱イセキ開発工機　取締役営業本部長
蜷秋山　浩志
　コマツ地下建機㈱
　取締役アイアンモール部長
蜷鵜飼　一雄
　芦森エンジニアリング㈱　取締役会長
蜷伊藤　和彦
　日本ゼニスパイプ㈱　代表取締役社長
蜷森岡　真一
　積水化学工業㈱環境土木システム事業部　
　部長
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表紙の写真

　1978年（昭和53年）にガス導管の継ぎ手部耐震補強工法として開発がスター
トしたホースライニング工法は、地震国日本において生まれた純国産技術です。
日本国内における下水道管きょ更生工事の最初の実績は、ホースライニング工
法により、1983年（昭和58年）に施工されたものです。写真は、1989年（平
成元年）福岡・中州でのφ600mm施工風景です。
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